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サンデックス-コンクリート軌道床版防水工法  
カチオン性ゴムアスファルト塗布型防水工法 

① 概 要 
従来の営業線における鉄道高架橋、および橋梁などのコンクリート構造物の

床版の防水対策は、樹脂系防水材を使用した工法を取っています。 

「サンデックス-コンクリート軌道床版防水工法」では、高粘度ゴムアス

ファルトを塗布して防水層を形成させるので、入り隅などの複雑な箇所への施

工も容易に施工することが出来ます。 

また、特殊な機械を使用することもなく簡易に作業が出来るので、効率的・

経済的に防水施工が出来るようになりました。  

② 特 長 

③ 標準施工断面図 
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他の市販品（－）の場合 

１．カチオン性高濃度ゴムアスファルトエマルションなので、従来のアニオ

ン性のゴムアスファルト材料より、優れた接着力を持っており、防水

性・耐水性・耐久性の点でも非常に優れています。 

２．下地に多少の湿気があっても施工可能で、乾燥状態と同様に防水層を形

成します。 
３．シート工法に見られる施工後の重ね部分や端末部からの漏水などの心配

もなく、複雑な箇所への施工も容易に施工することが出来ます。  
 
※カチオンの特性 
 コンクリート表面などはマイナスに荷電しているため、プラスに荷電している
サンデックスが接すると即座に付着・誘着します。その後、時間とともにゲル
化、乾燥して防水機能を発揮します。 
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サンデックス－コンクリート軌道床板防水工法 

④ 標 準 施 工 フ ロ ー チ ャ ー ト  

構造物の現状、周囲の環境を調査します 。 
 

 

 

床版及び路盤コンクリート面に付着している不純物を除去する為、高圧洗浄

をする。 

使用器具：高圧洗浄機（５０㎏/㎝2以上推奨）  

 

 

 

流出するおそれのある排水ドレン、接合部等の処置をします  

 

 

 

微細なクラック部への浸透、および防水材のピンホール・膨れ低減を目的

に、浸透プライマー材（サンデックスＰ－１２０Ｊ７倍稀釈液)を塗布する。 

使用材料 サンデックスＰ－１２０Ｊ(７倍稀釈液) 

 （サンデックスＰ－１２０Ｊ：清水＝１：６） 

標準使用量 ０.２㎏/㎡（７倍希釈液） 

使用器具 左官刷毛・ローラー等 

工程間隔 表面吸水直後～  

 

 

床版面に塗布型防水材(サンデックスＳ－５００Ｊ)を塗布する。 

使用材料  サンデックスＳ－５００Ｊ 

標準使用量 ２㎏/㎡ 

使用器具  ゴムレーキ・ゴムベラ・ゴムコテ等 

工程間隔  １８時間以上（２０℃） 

※施工後、防水材が造膜するまでの間に降雨が予想される場合、施工は避け

てください。（２０℃、６０％：６時間程度） 

※立ち上がり面、勾配の急な箇所で一度に所定量を塗布できない場合、数回

に分けて施工してください。  

※増粘剤として、サンデックスＳ－５００Ｊ増粘剤を準備しております。 

サンデックスＳ－５００Ｊ:１５㎏に対して、０～０.１８㎏の範囲内でご

使用ください。 

 

 

塗布型防水材(サンデックスＳ－５００Ｊ)塗布後、サンデックスＳ－５００

Ｊの保護を目的として、硅砂５号をムラのないように散布する。 

使用材料  サンデックスＳ－５００Ｊ 

標準使用量 ０.５㎏/㎡  
使用器具 ゴムレーキ・ゴムベラ・ゴムコテ 

 

使用材料 硅砂５号 

標準使用量 ２㎏/㎡ 

使用器具 リシンガン・小型コンプレッサー等  
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